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令和４年度　第２１回宝塚市子ども議会会議録

1 開　　　会 令和４年（２０２２年）８月１９日（金） 午後１時３０分

開　　　議 　　同　　　　　日 午後１時３０分

閉　　　会 　　同　　　　　日 午後３時３０分

2 出席議員（１６名）

氏   名 学　校　名 氏   名 学　校　名

1   高橋
たかはし

　舞
まい

良元小学校 9   建石
たていし

　ゆかり 小林聖心女子学院小学校

2   岩堀
いわほり

　武夫
た け お

宝塚第一小学校 10   前村
まえむら

　江美
え み

宝塚第一中学校

3   阪本
さかもと

　梨阿
り る あ

小浜小学校 11   高
こう

　雨橋
うきょう

宝塚中学校

4   中井
な か い

　朋津
と も し

仁川小学校 12   内藤
ないとう

　早瑛
さ え

長尾中学校

5   土肥
ど ひ

　由茉
ゆ ま

売布小学校 13   門脇
かどわき

　元気
げ ん き

西谷中学校

6   宮部
みやべ

　琴音
こ と ね

長尾南小学校 14   伊藤
い と う

　葵
あおい

小林聖心女子学院中学校

7   森居
も り い

　優太
ゆ う た

中山台小学校 15   藤原
ふじわら

　愛
あい

宝塚高等学校

8   赤松
あかまつ

　遼珂
りょうが

長尾台小学校 16   池田
い け だ

　蒼生
あ お い

宝塚北高等学校
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3 答弁のため出席した者の職氏名

役　  職 氏　  名 役　  職 氏　  名

市　長 山﨑　晴恵 環境部長 立花　　誠

副市長 井上　輝俊 産業文化部長 政処　剛史

理事 赤井　稔 教育長 五十嵐　孝

技監 小寺　寿充 管理部長 高田　輝夫

経営改革推進担当部長 吉田　康彦 学校教育部長 坂本　三好

市民交流部長 上田　健 社会教育部長 番庄　伸雄

都市安全部長 池澤　伸夫 上下水道事業管理者 福永　孝雄

子ども未来部長 西垣　早百合

※出席していただいた市議会議員

宝塚市議会議長 三宅　浩二

宝塚市議会副議長 浅谷　亜紀

4 議事日程

宝塚市子ども議会議事日程

　　　令和４年(２０２２年）８月１９日（金曜日）午後１時３０分開議

日程 議案番号 件　　名

1 一般質問

内　　　容

一般質問一覧表のとおり
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5 一般質問一覧表

順番 学年 氏名
発表テーマ

（　発表内容予定　）

1 6年 岩堀　武夫　○ ボールを使って遊べる場所

2 6年 阪本　梨阿 高架下公園の遊具や設備について

3 6年 中井　朋津 通学路をもっと安全に

4 6年 土肥　由茉 宝塚市の名物を知ってもらいたい

5 6年 宮部　琴音 給食の飲み物について

6 6年 森居　優太 中山五月台小学校の活用

7 6年 赤松　遼珂 全世帯子ども医療費を所得制限なく無料に

8 6年 建石　ゆかり 宝塚市の自然環境の魅力を多くの人に知ってもらうためにできること

9 6年 高橋　舞　◎ 校舎の老朽化を直してほしい

10 3年 前村　江美 市内の公園整備について

11 3年 高　雨橋 外国人の生徒への援助を増やすことについて

12 3年 内藤　早瑛 校区内の信号に関する提案

13 3年 門脇　元気 西谷中学校と宝塚の他の中学校との交流

14 3年 伊藤　葵 より良い町にするために

15 2年 藤原　愛 出会い頭事故を防ぐために

16 2年 池田　蒼生 ランドセル寄附制度の開設

◎議長、○副議長

議長 高橋　舞

副議長 岩堀　武夫　

良元小学校

宝塚第一小学校

西谷中学校

小林聖心女子学院中学校

宝塚高等学校

宝塚北高等学校

良元小学校

宝塚第一中学校

宝塚中学校

長尾中学校

　宝塚第一小学校　岩堀　武夫　副議長　が議事進行

売布小学校

長尾南小学校

中山台小学校

小林聖心女子学院小学校

　休憩

長尾台小学校

学校名

宝塚第一小学校

小浜小学校

仁川小学校

　良元小学校　高橋　舞　議長　が議事進行　
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6 座席表  
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令和４年度第２１回宝塚市子ども議会 

（令和４年８月１９日） 

 

会議のてんまつ（会議録） 

 

○事務局 

 大変、長らくお待たせいたしました。 

 ただいまより、子ども議員が入場いたしま

す。 

皆さま、盛大な拍手でお迎えください。 

               ＜子ども議員拍手で入場＞ 

  

 

               ＜理事者紹介＞ 

 

― 開会 午後１時３０分 ― 

 

― 開    会  ― 

 

― 開議 午後１時３０分 ― 

 

○高橋議長 

 皆さん、こんにちは。 

ただいまご紹介を受けました、議長をつ

とめます良元小学校６年・高橋舞です。 

 ただいまから、第２１回宝塚市子ども議会

を開会します。 

開会にあたり、子ども議員を代表し、あ

いさつをします。 

 

 私たちは、各学校の中で選ばれた代表です。

代表として事前学習会などで準備したことを

生かしながら議会に出るという貴重な体験を

しっかり楽しみましょう。 

副議長の宝塚第一小学校・岩堀武夫さん

には、この子ども議会の最後にあいさつをし

てもらいます。 

次に、宝塚市を代表して、市長さんにご

あいさつをいただきたいと思います。 

山﨑市長よろしくお願いします。 

 

― 市 長 あ い さ つ  ― 

 

○山﨑市長（登壇） 

子ども議員の皆様、保護者の皆様、また、

学校関係者をはじめ本日ライブ配信にて傍聴

されている皆様、こんにちは。宝塚市長の山

﨑晴恵でございます。 

子ども議会の開会にあたりまして、ごあい

さつを申し上げます。 
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子ども議員の皆様、今回は、宝塚市子ども

議会の議員になっていただき、ありがとうご

ざいます。 

宝塚市子ども議会は、平成１９年４月に制

定した「宝塚市子ども条例」に定める、子ど

もの社会参加の促進を目的として、子どもの

皆様に、大人とは違った視点で意見や考えを

述べてもらい、宝塚のまちづくりに生かして

いくために実施しているものです。 

私は、宝塚の将来を担っていかれる皆さん

と一緒に、宝塚をもっと素晴らしいまちにす

るためにはどうしたらよいかを考え、話し合

っていくことによって、この先ずっと住み続

けたくなるようなまち、皆さんに愛されるま

ち「宝塚」を創っていきたいと考えています。 

これまでの子ども議会で出された様々な意

見や提案が市政に反映され、実現したことも

たくさんあります。しかしながら、実現が難

しかったり、すぐには出来なかったりするこ

と、また子ども議員の皆様や地域の方々の協

力が必要なこともあります。 

そのようなことも含めて、すべて、皆さん

の発言を一つひとつ真剣にお聴きして、出来

るだけわかりやすくお答えをしてまいります。 

子ども議員の皆様には、この議場で自分の

意見が発表できるという貴重な体験を、今後

の学校生活に、また、これからの人生に生か

してもらえたら嬉しく思います。 

また、２学期が始まりましたら、今日の経

験や聴いたこと、感じたことなどを、ぜひ、

友だちや先生にお話をしてください。 

簡単ではございますが、これで私のごあい

さつとさせていただきます。 

＜子ども議員の拍手＞ 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長、ありがとうございました。 

ここで、子ども議員からの質問や提案発

表の前に、今年度の子ども議員についてご紹

介いたします。 

私たち子ども議員は、６月に各学校から

の推薦により選ばれた小学生９名と中学生５

名、高校生２名の合計１６名からなります。

７月２５日・２７日の事前学習会での準備を

経て、日頃考えていることや、聴きたいこと

などを自分たちの視点で考え、発表内容をま

とめました。  

これから私たちが発表する質問や提案を、

ぜひ、宝塚のまちづくりに生かして欲しいと

思います。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― ボールを使って遊べる場所 ― 

 

それでは、子ども議員からの発表を始め

ます。 

まず最初は、宝塚第一小学校の岩堀さん

からの提案です。岩堀武夫議員。 

 

（登壇） 

 

宝塚第一小学校

の岩堀武夫です。

よろしくお願いし

ます。 

  

〔質問全文〕 

ぼくは、「ボール遊びができる場所」が

必要だと考えています。なぜなら、校区内に

ボールを使って遊べる公園がないからです。

クラスのみんなや友達に聞いてみると、多く
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の人がボールを使って遊べる環境を望んでい

ました。ぼくたちの校区には、武庫山二丁目

公園と湯本台広場があります。お気に入りの

公園ですが、ボールを使って遊ぶことができ

ません。その理由として、マンションや住ん

でいる人が多く、迷惑になるからだと思いま

す。ぼくたちは、ボール遊びが大好きです。

コロナウイルスのえいきょうで、家で過ごす

ことが増えました。住んでいる近くで、ボー

ルを使って遊ぶことができれば、ストレスを

解消し、もっと元気に過ごせると思います。

この願いを実現する

ために、次のように

考えています。一つ

目は、ボールを使用

できる日や時間を設

定することです。公

園でゆっくり過ごしたいと思う人もいます。

そして、ぼくたちのように、ボールを使って

遊びたいという人もいます。それぞれの思い

を調整することは有効だと思います。二つ目

は、公園にさくを設置することです。今の環

境ではボールが飛び出て、近くに住んでいる

人に迷惑がかかるからです。子どもたちが楽

しく過ごしやすいことは、宝塚市にとってメ

リットの一つになると思います。ぼくたち子

どもの思いを知ってもらえれば嬉しいです。

よろしくお願いいたします。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

         

○山﨑市長（登壇） 

岩堀議員のご質問に順次お答えします。 

 ボール遊びができる場所につきましては、

岩堀議員の校区にある、武庫山２丁目公園と

湯本台広場は、どちらもボール遊びをするに

は広場のスペースが狭く、広場の周りにはベ

ンチなどもあるため、他の公園利用者の方も

いる中で、この二つの公園で、思い切りボー

ル遊びをすることは難しいと考えます。 

本市には、ボール遊びができる公園が、

グラウンドを含めて７箇所あり、岩堀議員の

校区には、武庫山２丁目わくわくランドがあ

ります。 

また、岩堀議員のボールを使用できる日

や時間を設定するご提案は、よい考えだと思

います。この二つの公園の主な利用者は、地

域の方だと思いますので、ご提案について地

域の方にお伝えして、よく話し合って検討し

ていきたいと思います。 

次に、公園からボールが飛び出さないよ

うに柵を設置することについてですが、公園

に新しく高さのある柵を設置するには、大掛

かりな工事が必要となります。 

この二つの公園以外でも、高い柵の設置

が可能と思われるある程度大きな公園につい

ては、地域の子ども達がボール遊びがしたい

ということを地域の方にお伝えして、よく話

し合って検討していきたいと思います。 

 

○高橋舞議長 

山﨑市長、ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 高架下公園の遊具や 

設備について ― 

 

続きまして、小浜小学校の阪本梨阿議員。 
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（登壇） 

 

小浜小学校の

阪本梨阿です。

よろしくお願い

します。 

 

〔質問全文〕 

ぼくは、小浜小校区の高架下公園につい

て話します。なぜこのテーマにしたかという

と、遊具の老朽化が進んだり、夕方になって

くると暗くてこわいという理由からです。ま

ず遊具の老朽化について話します。前に、バ

スケのゴールが折れたと言うことがありまし

た。長年使っていたための老朽化です。なの

で、古くなった遊具やゴールを新しい物に変

えてほしいです。次に、公園の電気について

です。電気は、あるにはあるのですが、数が

少ないため、不審者に狙われやすいのです。

なので、電気を増やしてほしいです。次に時

計についてです。だれもが時計を持っている

わけではありません。なので、気軽に見れる

時計がほしいです。公園の地面についてです。

高架下の地面は、とてもでこぼこしています。

サッカーコートもそうです。砂などでうめて

平らにしてほしいです。そうしてもらった後

に、ぼくらができることは、遊具を大切にし、

ラクガキをしない。そして、決められた時間

に帰るということを徹底したいと思っていま

す。 

そして、ぼくは計画委

員会なので、毎月テレビ

朝会をします。その場所

で、小浜小のみなさんに

言うこともできます。 

たくさんお願いしてきましたが、なによ

りぼく達ができることをしていき、宝塚市と

いう街をよりよい街にしていきたいと思いま

す。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

阪本議員のご質問に順次お答えします。 

米谷高架下子ども遊園の遊具につきまし

ては、複合遊具や滑り台、ブランコ、砂場、

ザイルクライミング、また、バスケットゴー

ルやフットサルゴール、大人が使う健康遊具

など、たくさんの遊具がある公園です。これ

らの遊具は、設置してから年数が経ち、多

少、老朽化は進んでいますが、年に１回、専

門家による安全点検を行っており、遊具の安

全は確認していますので、安心して大切に使

っていただきたいと考えています。 

次に、公園の電気の明るさについては、

一定の基準があります。基準を超えて明るく

すると、近所に住む方にとっては夜、明るす

ぎて眠れなくなるなどの可能性があるため、

公園の明るさを調査したうえで、対応を検討

します。 

次に、時計についてですが、本市には約

３６０箇所の公園などがあり、全てに時計を

設置して、維持管理することは難しいため、

公園利用者の多い末広中央公園などの大きな

公園や、地域の方が自主的に時計を設置し、

管理していただいている場所以外は、ほとん

ど設置されていません。公園を利用される時

には、時計や携帯電話を持っているお友達に
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時間を聞いてください。また、帰る時には、

周りで遊んでいる子ども達にも声をかけてあ

げてください。 

次に、公園の地面についてですが、阪本

議員のご指摘のとおり、中国自動車道の高架

から雨水が落ちて、サッカーコートなどの地

面がぬかるみ、でこぼこになっているところ

がありますので、砂を入れて平らにする工事

をしたいと考えています。また、サッカーゴ

ールのネットも破れて、修理ができない状況

になっているので、新しいネットと交換する

予定です。 

 阪本議員がおっしゃるように、これからも

遊具を大切に使っていただきますようお願い

します。 

 最後に、阪本議員の「なにより宝塚市をよ

りよい街にしていきたい」というご意見は大

変うれしく思います。一緒に宝塚市をより良

い街にしていきましょう。 

 

○高橋舞議長 

山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 通学路をもっと安全に ― 

 

続きまして、仁川小学校の中井朋津議員。 

 

（登壇） 

 

仁川小学校の

中井朋津です。

よろしくお願い

します。 

     

〔質問全文〕 

僕は、「通学路をもっと安全に」を提案

します。 

これには、二つの方法があり、一つ目は、

午前７時半から午前８時半までの、登校の時

間と、午後３時から午後４時までの下校の時

間の間だけ、あぶない通学路を通行止めにす

るというものです。また、その時間帯を無視

して、車が入ってこないように、警察や、地

域の方などがみまもりする制度も作るといい

と思います。 

そして、二つ目は、

歩道や、ガードレー

ルを設置するという

ものです。これは、

名前の通り、細い道

やあぶない道などに歩道やガードレールを設

置するというものです。そしてなぜこのよう

な提案をするかと言うと、僕自身が班長で、

いつも通学路を通るとき、せまいなと思いな

がらいつも通っていたからです。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

 中井議員のご質問に順次お答えします。 

通学路の通行止めなどの交通規制につい

ては、学校や地域の方などからのご要望を受

けて、自動車などが通学中の皆さんに与える

危険性などを調査し、地域の方のご理解を得

た上で、警察が通行止めなどの交通規制を行

っています。 
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なお、今回の子ども議会でいただいたご

提案については、情報として市から宝塚警察

署にお伝えします。 

市としましては、これからも交通安全教

室の開催などの交通事故防止に向けた取組を

行っていきますが、皆さんには、交通ルール

を守り、交通事故に遭わないよう注意してい

ただくことをお願いします。 

次に、歩道やガードレールの設置につい

てですが、仁川幼稚園から仁川小学校までの

区間については、道路の幅が比較的広いこと

から、道路の端を色分けしたグリーンベルト

を設置して、歩行者の通行ルートを分かりや

すく表示しています。 

一方で、仁川幼稚園から北側の区間につ

いては、道路の幅が狭く、グリーンベルトや

歩道、ガードレールの設置はできませんが、

学校や地域の方からの要望があれば地面に注

意を促すマークの設置を検討してまいります。 

教育に関することについては教育長がお

答えします。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長

（登壇） 

中井議員の教

育に関するご質

問にお答えしま

す。 

通学路をもっと安全に、につきましては、

本市では、「宝塚市通学路交通安全推進会

議」が作成した「宝塚市通学路交通安全プ

ログラム」に基づき、学校、地域、PTA、道

路管理者、警察署、教育委員会が協力し、

合同点検を実施しています。そこで確認を

した危険な場所については、学校や保護者、

地域のご意見を参考に、対応を考えていき

ます。 

さらに、家庭や地域の協力を得て、登下

校の見守りもお願いし、子どもたちの登下

校の安全確保に努めています。私たち教育

委員会では、今後も家庭や地域、関係機関

とも協力しながら児童生徒の通学の安全対

策に取り組んでいきます。 

また、中井議員が班長をつとめる登校班

では、地区ごとに集まり、安全について学

習されています。先生や地区委員が、安全

について指導するほか、

児童同士で危険箇所に

ついて話し合うことで、

車や自転車に注意しな

がら、安全に登下校す

ることを願っています。 

 

○高橋舞議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 宝塚市の名物を知って 

もらいたい ― 

 

続きまして、売布小学校の土肥由茉議員。 

 

（登壇） 

 

売布小学校の

土肥由茉です。
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よろしくお願いします。 

  

〔質問全文〕 

まず私が提案するのは、「宝塚市の名物

をもっとPRする」ということです。宝塚市

は「宝塚歌劇」「手塚治虫記念館」や「中

山寺」「ダリア」などが有名ですよね。色

々な文化、きれいな自然。すてきなところ

がたくさんあります。しかし、宝塚の名物

のことはあまり、知られていないように感

じます。名物があると、それを買いにたく

さんの人が来ると思います。そして、宝塚

市がさらに明るく、にぎやかになります。 

そして、宝塚の名物として、たくさんの

人に知ってほしいのは、西谷の野菜と和が

しです。では、その名物のPRをどうやって

すればいいか、について三つの提案をしま

す。 

一つ目は、掲示

板や学校からの手

紙でパンフレット

を配布する、とい

うことです。その

パンフレットは、写真を使って分かりやす

く、その名物のポイントなどを書くと目に

止まりやすくなると思います。 

二つ目は、和がしの作り方や野菜を使っ

た料理の体験会を開く、ということです。

和がしなどの作り方、特にどこを工夫して

いるのかを知ることによって、よりおいし

さを感じられるのではないでしょうか。 

三つ目は、宝塚産の野菜などを使った、

料理コンテストを開く、ということです。

家族や友達と宝塚産の野菜などを使って、

料理をします。できあがった料理の写真や

レシピをコンテストに出し、よりたくさん

の人に宝塚の野菜を知ってもらう、という

ことです。三田市では、このようなことを

行っていると聞いたので、ぜひ宝塚市でも

やってみてください。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇）  

 土肥議員のご質問に順次お答えします。 

まず、西谷の野菜と和菓子を知ってもら

うための取組のうち、西谷の野菜に関する

取組につきましては、西谷の農家の方が朝

早くに収穫した新鮮な朝採れ野菜を市の農

業振興施設である「西谷夢市場」で販売し

ているほか、市役所横の武庫川河川敷公園

や宝塚市立文化芸術センターを会場として、

それぞれ月１回開催する「宝塚朝市」や 

「たからの市」において、農家の方が直接

朝採れ野菜を販売する機会を通じて、市民

の皆様に西谷野菜の美味しさや新鮮さを知

ってもらえるよう、PRを行っています。 

このほか、市内のスーパーマーケットな

どでも市内産を含む近郊地で作られた新鮮

な野菜を販売しているコーナーがあります。 

市民の皆さまが市内産を優先的に購入いた

だくことは生産者である農家の方の励みに

もつながります。子ども議員の皆さんも野

菜を購入するときには、どこの地域で生産

されているのかも注目してほしいと思いま

す。 

 また、和菓子についてですが、以前、和

菓子屋さんにお話を伺った際、若い世代の

和菓子離れを心配されていました。今回、
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土肥議員が和菓子に注目してくださったこ

と、私もうれしく感じています。本市では、

西谷の野菜や和菓子をはじめ様々な「宝塚

ならでは！」の魅力を掲載する宝塚ブラン

ド「モノ・コト・バ宝塚」において、炭酸

せんべいなど和菓子１７品を選定しPRに努

めています。今後も「モノ・コト・バ宝塚」

や市ホームページへの掲載、定期的に発行

する特集誌を通して市内外に発信を行うこ

とにより、多くの方々に本市の魅力ある名

物を知ってもらえる機会となるよう取り組

んでいきます。 

次に、「和菓子の作り方や野菜を使った

料理の体験会を開く」取組につきましては、

２０１９年度まで

は、野菜を使った

料理体験会や和菓

子の手づくり教室

を実施してきまし

たが、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響もあり、現在は実施できていません。そ

のため、今年度は、和菓子については販売

店舗の方などにインタビューを行い、その

内容をパンフレットとしてまとめ、西谷産

の野菜については西谷の農家の方に、その

作り方やレシピを取材し、ご家族やお友達

と一緒に料理を楽しんでいただけるよう、

写真と一緒に紹介することなどを検討して

いきます。 

これからも西谷産の野菜や市内で作られ

ている和菓子を含む名物に興味を持ち続け

てほしいと思います。 

 教育に関することについては、教育長が

お答えします。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇）  

 土肥議員の教育に関するご質問にお答えし

ます。 

宝塚市の名物を知ってもらいたいにつき

ましては、市立小中学校の給食で西谷産の野

菜を夏から冬にかけて年に数回使用し、地産

地消の取組を行っています。この西谷産の野

菜の使用にあわせて、その特徴や生産農家の

方々のインタビューを記事にして校内に掲示

したり、学校から配布している給食だよりな

どで西谷産の野菜を紹介するなど、学校給食

を通して西谷産の野菜を知ってもらうよう取

り組んでいます。 

 また、本市の特産物である「宝塚ねぎ」の

給食献立を料理レシピサイトの「クックパッ

ド」で紹介しています。この他、給食献立の

作り方を食育動画としてまとめた「おさらい

給食」を市のホームページに載せていますが、

この食育動画でも西谷産の野菜を紹介してい

ます。皆さんも是非一度ご覧になり、家で作

ってみてください。 

そして、土肥議員からご提案のあった宝

塚産の野菜などを使った料理コンテストにつ

きましては、本市の野菜を多くの人に知って

もらえるだけでなく、地元食材を活用した食

育の推進にも大変有効な取組ですので、教育

委員会においても実施について考えていきま

す。 

 

○高橋舞議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 



 - 13 - 

 

― 給食の飲み物について ― 

 

続きまして、長尾南小学校の宮部琴音議員。 

 

（登壇） 

 

長尾南小学校の

宮部琴音です。

よろしくお願い

します。 

        

〔質問全文〕 

今の学校の給食では、飲み物が牛乳です。

ご飯のときもです。ご飯と牛乳って合うと思

いますか？私は好きではありません。なので、

今回はこのテーマで提案しました。そこで私

は米飯のときはお茶にした方がいいと思いま

した。牛乳は、飲めない子や苦手な子も多数

います。なので牛乳が残って廃棄されてしま

います。さらに２００mlという多さで１、２

年生の子たちは「牛乳だけでお腹いっぱいに

なる」という子もいました。そこで調べてみ

ると少し少なめの１２５mlのお茶がありまし

た。それは紙パックでエコになっていました。

なので丁度いいと思いました。そして足りな

いカルシウムはチーズやじゃこなどで補えば

いいと思います。パンと牛乳は洋食で、洋食

は洋食でいいと思うのですが和食は洋の牛乳

は入れずにお茶や水にした方が美味しく食べ

られると思いました。 

今回は牛乳のことで

提案しましたが今戦争

をしている国がありま

す。そこで輸入に規制

がかかっていて食料が

入りにくくなってきています。なので輸入に

頼らず日本の自給率を少しでも上げて食べ物

に困らない国になってほしいです。そうする

ためにはまずお茶、水を優先して飲むといい

のではないでしょうか。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇） 

宮部議員の教育に関するご質問にお答え

します。 

 給食の飲み物につきましては、学校給食

は、児童、生徒の皆さんの心身の健全な発

達につながるよう、学校給食法という法律

や、その細かな内容を定める規則に基づい

て実施しており、本市では、小中学校とも

に、それぞれの学校に給食室を整備する自

校調理場方式により、パンか米飯の主食に

おかずである副食と牛乳を提供する完全給

食を実施しています。 

また、家庭では摂りにくいカルシウムな

どの栄養素は、１日に必要な栄養素の半分

の量を学校給食で摂れるようにするなど、

子ども達の成長に欠かせない栄養素を中心

に摂取基準が定められており、その基準を

満たすように献立が作られています。 

 その中でも牛乳は、皆さんの体を作るの

に大切なたんぱく質、カルシウム、ビタミ

ン群が豊富に含まれており、学校給食で摂

ってほしい栄養素を効果的に摂ることがで

きます。 
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また、学校給食で提供している牛乳は全

て国内産ですので、安心して飲んでくださ

い。 

 一方、牛乳をお茶かお水に替えた場合、

牛乳で補っていた栄養素を他の食料で賄う

ことになり、相当、多くの食材が必要にな

ります。 

 こうしたことから、効果的にカルシウム

などの栄養素を摂ることができる牛乳を提

供しています。 

 小中学生では、普段の学校給食で牛乳を

飲んでいることから、カルシウムの摂取率

が非常に高いのですが、高校生になると学

校給食もなくなり、牛乳を飲む機会が一気

に減ることから、カルシウムの摂取率が低

くなる傾向にあります。 

 確かに家庭では考えにくい米飯と牛乳の

組み合わせではありますが、成長過程にお

ける児童生徒の必要な栄養素をバランスよ

く確保するためには、牛乳の提供は欠かせ

ないものです。 

今後も輸入に頼らず日本の自給率を上げ

るように、国内産の牛乳の使用や国内産の

食材調達に努めていきます。 

 

○高橋舞議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 中山五月台小学校の活用 ― 

 

続きまして、中山台小学校の森居優太議

員。 

 

（登壇） 

 

中山台小学校の

森居優太です。

よろしくお願い

します。 

          

〔質問全文〕 

僕が宝塚市に提案するのは、旧中山五月

台小学校の活用です。昨年度末、僕が通って

いた桜台小と、五月台小の２校は統合し、中

山台小学校になりました。校舎は桜台小のも

のを利用しているため、五月台小は現在空き

家状態です。まだまだ使える遊具や広い校庭

や校舎が残っているにも関わらず、それを使

わないで放置するのは、あまりにもったいな

いのではないでしょうか。 

そこで僕は、

五月台小の活用

方法をいくつか

考えました。一

つ目は、大型遊具のある広い校庭を、みんな

が使える公園として開放することです。僕が

住んでいる桜台・五月台地区は子どももお年

寄りも大勢いますが、コロナ禍で人々の関わ

り合いは希薄になっています。もしあの校庭

が公園になれば、みんなが体を動かすことが

できる憩いの場になるのではないでしょうか。

校舎は一部を児童館にして、子どもたちの遊

び場と、子どもを預けることができる施設に

するのはどうでしょう。さらに、校舎はワク

チンの接種会場や、PCR検査センターとして

も活用することが可能だと考えます。先ほど

も言ったように、僕が住んでいる地区はお年

寄りが多いです。近くに接種会場があれば、

助かると思うし、接種をする人の割合も高ま

ると考えます。 
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今は収束しかけているようにも見えるコ

ロナウイルスですが、いつまた波が来るか分

かりません。みんなが安心して楽しく暮らせ

る住みよい街になるように、僕は旧五月台小

学校の利用を提案します。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

森居議員のご質問にお答えします。旧中

山五月台小学校の建物を含む跡地利用につ

いて、この度は、公園や児童館、ワクチン

接種会場並びにＰＣＲ検査センターなど、

子どもだけでなく、地域の高齢者の方や子

育て世代の方と様々な世代が利用でき、コ

ロナ禍で関わり合いが希薄となっている地

域の方々が交流できるような、地域の状況

や課題を踏まえた活用方法をご提案いただ

きありがとうございます。 

旧中山五月台小学校の跡地利用について、

校舎については、先月行われた参議院議員

選挙の投票所として一時的に使用したほか、

グラウンドや体育館につ

いては、しばらくの間、

地域のスポーツクラブに

開放するなど、有効活用

を図っています。 

今後の跡地利用については、本市の方針

において、広く社会の利益となるような土

地利用に取り組むこととしており、グラウ

ンドや校舎の利用については、本市だけで

なく民間事業者などの力を借りることも考

えながら検討を始めています。 

引き続き、地域の方に意見を聞きながら、

隣の旧中山五月台幼稚園の跡地も含め、こ

れからの社会の利益となり、みんなが安心

して楽しく暮らせる住みよい街になるよう

検討を進めていきます。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 全世帯子ども医療費を 

所得制限なく無料に ― 

  

続きまして、長尾台小学校の赤松遼珂議

員。 

 

（登壇） 

 

長尾台小学校

の赤松遼珂です。

よろしくお願い

します。 

            

〔質問全文〕 

僕は、宝塚市在住の全世帯の子どもの医

療費を所得制限なしに無料にすることを提案

します。なぜこのことを提案しようと思った

かというと、僕は生まれてから２度目の引っ

越しで宝塚市にきました。これまで、埼玉県

と明石市に住んでいて、どちらも子どもの医

療費が全世帯所得制限なく無料でした。さら

に明石市は１８歳、高校卒業まで無料になり

ます。宝塚市に来て最初に病院に行った時に、

母がお金を払っているのを見て驚いた覚えが

あります。なぜ、住んでいる市によって、こ
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ういった違いが出てくるのでしょうか？そこ

で、気になって調べてみると、所得制限なく

医療費が無料になる自治体は全国にもたくさ

んあることがわかりました。 

持続可能な開発目標

「SDGｓ」の３番目には

「すべての人に健康と福

祉を」という項目があり

ます。全ての子どもの医

療費を無料にし、誰もが

平等に病院に行けるようになれば、健康な子

どもが増え、「すべての人に健康と福祉を」

という目標にも近づくことができると思いま

す。 

明石市のように、子育て世代がもっと宝

塚市に住もうと思ってくれ、宝塚市の人口が

増えるきっかけのひとつになると思います。

僕は、小さい時は病気が多く、救急車に乗っ

たことも入院したことも何度かあります。親

にはたくさん心配をかけました。そういった

自分の経験もあり、僕は誰もが金銭的な負担

がなく病院に通うことができてほしいと思っ

ています。 

住む場所によってかかる費用が違うのは

おかしいと思います。だから僕は、宝塚市で

も全世帯の子どもの医療費を所得制限なしに

無料にすることを提案します。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

 赤松議員のご質問に順次お答えします。 

乳幼児・こども医療費助成制度は、県と

市の共同事業として実施しており、安心して

子育てができる環境づくりと子育て支援の観

点から、本市の重要な施策の一つであると認

識しており、現在、本市では県の所得基準を

緩和し、かつ中学３年生までの医療費の一部

負担金を市独自で無料にしています。 

また、現在県下４１市町のうち２１市町

が、中学３年生までの医療費助成について所

得制限を廃止し一部負担金を無料にしている

状況です。 

なお、所得制限の廃止並びに一部負担金

無料の実施に係る自治体間の違いについて

は、それぞれの自治体における財政状況によ

るところが大きいと認識しています。 

本市で所得制限を廃止した場合、年間約

２億３千万円のあらたな負担が発生すること

となり、本市の厳しい財政状況から、市単独

での所得制限廃止は困難と認識しています。

そのため、県に対して、子育て支援の観点か

ら所得制限の廃止を要望しているところで

す。 

なお、県においては、子どもの医療費に

係る助成制度は本来全国一律の水準で実施さ

れることが必要との考えのもと、全国知事会

等の機会を捉え国に対して制度化を求めてい

るところです。 

今後も、子どもが

いきいきと健やかに

育つ環境づくりと、

子育て世代が住みた

い、住み続けたいと

実感できるまちづくりを目指すためにも、制

度の安定維持と更なる充実に向けて、県に対

し引き続き要望していきます。 
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○高橋舞議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

―宝塚市の自然環境の魅力を 

多くの人に知ってもらう 

ためにできること― 

 

続きまして、小林聖心女子学院小学校の

建石ゆかり議員。 

 

（登壇） 

 

小林聖心女

子学院小学校

の建石ゆかり

です。よろし

くお願いしま

す。 

         

〔質問全文〕 

宝塚市は自然環境に恵まれています。例え

ば私が生活している地区は、逆瀬川で蛍やミ

ヤマアカネが見られたり、ウグイスなどの美

しい鳴き声が聞こえたり、桜並木があったり

します。でも、それは当たり前で特別だとは

考えていませんでした。 

私の学校では、４年生の時に『逆瀬川って

どんな川？』という取り組みで、逆瀬川を調

査しました。そこで初めて、実際にいろいろ

な植物や生き物がいることを知りました。宝

塚市に住んでいて、このような素晴らしい自

然環境があることを知らずにいるのは、とて

ももったいないことだと思ったので、魅力を

多くの人に伝え、知ってもらうことを提案し

ます。 

例えば、１年以上前に学校で作った

YouTube動画も、私が担当した動画だけを見

ても１５０回ほどしか閲覧されていません。

つまり、逆瀬川についての動画があることさ

えも知られていないことが分かります。他に

も逆瀬川の生き物に触れるイベントや蛍を見

る会などがありますが、

日程や募集人数が限ら

れていて多くの人が体

験できる機会がありま

せん。宝塚市には他に

もあまり知られていないけど美しい自然環境

があると思います。 

このことから私は宝塚市のホームページに

学校などで作った動画等の取り組みをリンク

で貼ったり、広報などで特集を組んだりする

こと、他には宝塚市内の学校同士で交流する

機会を作って発表しあったりしてはどうかと

提案します。 

これで提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

建石議員のご質問に順次お答えします。 

宝塚市においては、西谷地域をはじめ、

生物多様性に恵まれた自然環境がたくさんあ

り、様々な団体の協力のもと、その保全に取

り組んでいます。 

逆瀬川についても、住宅街のすぐ近くであ

りながら、ミヤマアカネやゲンジボタルが確

認できる自然豊かな場所であり、この魅力を
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多くの人に伝えていくことは、とても大事な

ことであると考えています。 

そのため、ホタル観賞イベントについては、

２日間にわたって実施しており、逆瀬川の生

物を調べるイベントについても、応募者が多

数で定員を超えたことから、急遽２回目を実

施するなど、生物多様性の保全に影響のない

範囲で、少しでも多くの人に自然環境の魅力

に触れてもらえるよう工夫しています。 

小林聖心女子学院小学校で作られた逆瀬川

の動画については、よく調べられた素晴らし

いものでした。現在本市においても生物多様

性についての動画を作成中ですので、それを

公開する際に、合わせて逆瀬川の動画へのリ

ンクを貼りたいと思います。 

教育に関することについては教育長がお

答えします。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇） 

建石議員の教育に関するご質問にお答え

します。 

本市の自然環境の魅力に気付き、地域に

根付いた調査に取り組まれ、多様な植物や生

物が存在していることを明らかにされている

ことは、大変素晴らしいことです。 

本市では、毎年、小学生夏休み理科自由研

究発表会や宝塚市立中学校理科作品展を開催

しています。そこでは、身近な自然の魅力に

目を向けた児童

生徒の観察･実

験記録や工夫を

凝らした制作物、

採集標本などを展示・発表しています。その

ような機会に、市内の私立小中学校での取組

の発表についても参加できるか、今後校長会

と協議し検討したいと思います。 

 建石議員が学校で自然観察に取り組まれた

ように、市内の公立小学校でも自然学習に取

り組んでいます。また、西谷地区には豊かな

自然があり、宝塚自然の家での自然環境体験

活動も行っています。このような取組を、も

っと市民の皆さんに知ってもらえるよう、こ

れからもホームページ等で情報発信に努めま

す。 

建石議員のご提案のように、本市の自然

環境の魅力について、市内の学校同士で交流

することについては、オンライン等を使った

学校間での交流を今後考えていきたいと思い

ます。 

 

○高橋舞議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

ここで、しばらくの間、休憩をします。 

午後２時５０分から会議を再開します。 

再開後は、副議長の岩堀さんと議事進行

を交替します。岩堀さんよろしくお願いしま

す。 

 

― 休 憩 午後２時４０分 ― 

 

― 再 開 午後２時５０分 ― 

 

○岩堀武夫副議長 

ただいまから会議を再開します。 

議事進行をつとめます副議長の宝塚第一

小学校６年・岩堀武夫です。 

 

― 一 般 質 問 ― 
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― 校舎の老朽化を直してほしい ― 

 

続きまして、良元小学校の高橋舞議員。 

 

（登壇） 

 

良元小学校の

高橋舞です。よ

ろしくお願いし

ます。 

 

〔質問全文〕 

私は、良元小学校が大好きです。毎日楽

しく通っています。しかし、残念なことに校

舎のところどころにひびが入っていたり、ペ

ンキがはがれている所や、欠けている所もあ

ります。良元小は歴史あるすばらしい所です

が、最近、「老朽化」してきています。なの

で私は大好きな良元小をもっとすてきな所に

なるように、古くなった場所を直してほしい

です。校舎がきれいになると良いことがたく

さんあると思

います。それ

らの中から三

つ説明します。

一つ目は、危

ない所がなくなることです。ひびが入ってい

たり、ペンキがはがれてしまっていたら、ふ

つうにしていても危ないし、地震があったり

したらとても危ないです。ひびわれは、ろう

下や階段や教室にもあります。目にとめると、

大丈夫かな、と思います。二つ目は、ペンキ

などをぬり直すことによって、ろう下が明る

くなります。すると、ルールを破って、ろう

下を走ったり、走ってぶつかることも少なく

なると思います。そしてけがをしてしまう人

が少なくなると安心です。三つ目は、新１年

生が安心して気持ちよく入学できるというこ

とです。校舎を新しくきれいにすることで、

新１年生が安心して友達と仲良く楽しくでき

る気分になれます。このように学校がきれい

になることで、学校全体の補強ができ、地震

などがあっても、大丈夫になります。そうす

ると、みんなが安心で楽しくできる学校にな

ります。なので、宝塚市の学校の老朽化を直

す工事をお願いしたいです。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇） 

 高橋議員の教育に関するご質問にお答え

します。 

良元小学校は、１８７４年（明治７年）

に開校した本市の小学校の中でも歴史のある

学校です。今の校舎は約６０年前に建てられ

たものですが、大規模改修や地震が来ても建

物が壊れないように耐震化補強の工事も終わ

っています。 

古い校舎ですので、壁にひび割れやペン

キの剥がれなどがありますが、毎年、定期的

に実施している点検や調査の結果から、地震

が来ても建物が崩れるようなひび割れではな

く、表面的なものでした。 

大規模な改修工事は、市内にある学校を

順番に実施していますので、次の順番までの

間、壊れたところなどは、日頃の点検で見つ

けて、その都度修理をしていきます。 
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壁のひび割れやペンキの剥がれなど、壊

れたところをみつけた場合は、まず、先生に

伝えてください。現場を確認して、気持ちよ

く学校生活が送れるように、綺麗に修理して

いきたいと思います。 

 

○岩堀武夫副議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 市内の公園整備について ― 

 

続きまして、宝塚第一中学校の前村江美

議員。 

 

（登壇） 

 

宝塚第一中学校

の前村江美です。

よろしくお願い

します。 

 

〔質問全文〕 

皆さん公園には、きっとたくさんの思い

出がありますよね。しかし、今では子供の公

園使用が減っていると思われます。その理由

としては、ゲーム機の普及や公園の魅力が落

ちたことなどが挙げられます。そこで私は、

公園整備の見直しを提案します。まず、遊具

です。今、私の知っている公園には、ブラン

コ、鉄棒、滑り台という限られたものしか置

いてありません。私がまだ幼かった頃は、公

園それぞれに多様な遊具がありました。しか

し、今そのほとんどが撤去されてしまい、公

園の魅力が落ちている原因の一つとなってい

ます。次に公園に

もっと多様な遊具

があれば、公園に

訪れる人が増える

のではないでしょうか。公園にもっとたくさ

んの年齢層の人に来てもらうために、バスケ

ットゴールや壁打ちができる環境を造ること

です。中学生は、部活の自主練をしたりする

場がありません。今の広場でやろうとしても、

草がはえていたり、環境が整っておらず、な

かなかできない状況です。もう少し草刈りの

頻度を上げたり、どんな目的の人にも使用し

てもらえるように今一度設備について見直し

てほしいと思います。近くに大型ショッピン

グセンターがない分のびのびくらせることが

宝塚市の良いところだと思います。これから

は、そこをもっとのばしていくべきだと私は

考えます。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

前村議員のご質問に順次お答えします。 

公園整備の見直しにつきましては、現

在、本市に遊具のある公園は、約２８０公

園で約１２５０基の遊具があります。遊具

のほとんどは設置してからかなり年数が経

過しているため、年に１回の専門家による

安全点検を行っています。老朽化が進んで

補修が不可能となったものや、安全基準を

満たしていない古い遊具があれば、危険な

ため撤去しています。前村議員が幼かった
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頃にあった多様な遊具も、その一つと考え

られます。 

老朽化した遊具は、計画的に修繕などを

行うとともに、新しい遊具に置き換えるとき

には、地域の方のご意見やご要望をお聞きし

ながら設置しています。 

また、本市では、地域のニーズに合っ

た、魅力的で特色のある公園づくりを行って

いきたいと考えています。その際は、 

子ども達からもご意見をお聞きしたいと思い

ます。 

次に、バスケットゴールや壁打ちができ

る環境づくりについてですが、現在、本市に

は、バスケットゴールが設置されている公園

が７箇所、壁打ちは２箇所あり、いずれも武

庫川を渡った山手や安倉方面などの公園とな

ります。 

２０２０年度に、光明町地域の学生の方

からバスケットゴールのご要望があり、光明

第４公園に設置できないか地域の方と話し合

いましたが、ボールが近隣の住宅に飛び越え

ていく危険や騒音の課題があり、結果的にバ

スケットゴールの設置は見送ることとなりま

した。 

 公園にバスケットゴールや壁打ちを設置す

る際は、利用時の騒音や振動、利用する方の

声や夜間の利用などについて、事前に地域の

方と十分話し合う必要があります。 

バスケットゴールなどの設置が可能と思

われる、ある程度大きな公園については、地

域の方ともよく話し合って、検討していきた

いと思います。 

次に、公園の草刈りについてですが、市

民団体の方がボランティアで草刈りを行って

いただいている公園以外は、専門の業者に作

業をお願いし、年に３回から４回草刈りを行

っています。草刈りの時期や公園の利用状況

によって雑草の生え方が異なるため、公園を

利用する方には、ご迷惑をお掛けする場合が

ありますが、雑草が成長するまでに、できる

だけタイミングを見て定期的に草刈りができ

るよう心掛けていきます。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 外国人の生徒への援助を増やすこと 

について ― 

 

続きまして、宝塚中学校の高雨橋議員。 

 

（登壇） 

宝塚中学校の

高雨橋です。

よろしくお願

いします。 

 

〔質問全文〕 

私は、宝塚の学校に通う外国人の生徒が

より楽しい生活を送れるように、二つのこと

を提案します。一つ目は、日本語がわからな

い人に無料で家庭教師を雇う、塾に通うなど

のサービスを増やすこと。二つ目は、外国人

だからといったいじめや差別を学校側の取り

組みで減らすことです。提案した理由を説明

します。私は、５年前、

１０歳のときに日本に

引っ越してきました。

そのときは日本語がま

ったくわからなくて、
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長い間苦労していました。学校では、通訳さ

んが教えてくれますが、学校の勉強だけでは

やはり日本語の理解が遅いので、日本語を勉

強できるより良い環境を増やすことで改善で

きると思います。 

そして二つ目の提案についてです。私が

通う宝塚中学校では外国人を悪く思う人は少

ない方だとは思いますが、やはり時々距離を

感じます。このような差別やいじめを減らす

ための対策の一例として、もし外国人が転校

してくる場合、学校で事前にその外国人の子

の国について紹介したりして、期待がもっと

増えると、助けようとする人や関心を持つ人

も増えるのではないかと思ったからです。ぜ

ひ一度前向きに検討していただきたいです。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

高議員のご質問にお答えします。 

外国人の生徒への援助を増やすことにつ

いてのうち、無料で家庭教師や塾に通うなど

のサービスを増やすことについてですが、日

本に来たばかりの外国人や子どもたちが、日

本語や日本の生活習慣が分からないことで、

様々な場面で困ったり、不安に感じたりする

ことは、とてもよく分かります。 

本市では、国際・文化センターで、小学

生以上の子どもたちを含む外国人市民が日本

語を習ったり、生活の相談ができるようにし

ています。 

また、外国人同士の交流や、日本文化を

体験できるようなイベントも実施していま

す。特に、外国にルーツのある子ども同士が

遊びやイベントを通じて知り合い、友達にな

ることや、保護者同士の情報交換とネットワ

ークづくりを目的として、月に１回「なない

ろルーツ」という交流会を開催し、学校や家

庭、地域の中で暮らしやすくなることを目指

しています。 

加えて、今年の４月から、くらんど人権

文化センターでは、６歳から１８歳までの外

国にルーツのある子どもを対象に、月に２

回、土曜日に「STワールド」という学習会を

開始しています。ここでは、市国際交流協会

の日本語の先生と一緒に、日本語の勉強や学

校の勉強の復習をすることができます。これ

らの事業は、ほとんどが無料で参加できま

す。 

本市では、これら

の取組を市の広報誌

やホームページでお

知らせし、できるだ

け多くの方々に参加

してもらうことで、

外国人市民やその子

どもたちがより楽しく、安心して本市で暮ら

すことができるよう、取り組んでいます。 

教育に関することについては教育長がお

答えします。 

 

○高橋舞議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇） 

高議員の教育に関するご質問にお答えし

ます。 
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外国人の生徒への援助を増やすことにつ

いてのうち、外国人だからといったいじめや

差別を学校側の取組で減らすことについてで

すが、本市でも国籍や民族の異なる外国人児

童生徒が多く在籍している現状から、学校に

おいては、国籍や民族等の「違い」を認め合

い、共生する心を育むための「多文化共生」

の取組に力を入れています。  

外国人児童生徒が日本の学校に編入する

ときは不安な気持ちを抱えていることが多い

ので、受け入れの準備として、編入してくる

児童生徒がそれまで生活していた国の文化や

言葉などを紹介し、外国人児童生徒のことを

理解する機会を設けるなど不安解消につなが

るための取組を行っています。また、異なる

文化をもつ外国人児童生徒とのコミュニケー

ションの取り方について考える機会を設ける

ことも、よりよい人間関係づくりを進めるこ

とにつながると考えて実施しています。 

今後も外国人児童生徒が、安心して楽し

く学校での生活を送ることができるように、

「多文化共生」の取組をさらに進めていきま

す。 

 

○高橋舞議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 校区内の信号に関する提案 ― 

 

続きまして、長尾中学校の内藤早瑛議員。 

 

（登壇） 

 

長尾中学校の

内藤早瑛です。

よろしくお願

いします。 

 

〔質問全文〕 

私は、校区内の信号に関する提案をしま

す。長尾中学校校区の歩行者信号の待ち時間

が長く、不便に感じているところがあります。

特に長尾中から北西に進んだところにある

JRの高架付近の信号に引っかかってしまう

と、なかなか渡ることができません。実際、

その信号の利用者は、中学生だけに限らず、

JR中山寺駅を利用している大人の方や大阪

芸術短期大学生も多いように思います。ただ

待ち時間が長いだけでなく、危険が多くなっ

ている現状もあります。信号待ちの時間に耐

えられずに、横断歩道のない所を急に渡った

り、信号無視をしている人を何度も見かけま

した。そのようなことをされると、車を運転

している人にとっても、非常に危険な行為で

それが続けば、大きな事故につながってしま

い、信号待ちをしている歩行者も事故に巻き

こまれてしまうかもしれません。自分たちが

住んでいる地域が、より安全で過ごしやすい

場所になってほしいと思っています。以上の

ことからも、信号待ち時間が短くなるように

改善して欲しいです。具体的な方法としては、

歩行者信号が変わるまでの長さ・信号が青色

になっている時間の長さが長く

なるようにすること、縦方向と

横方向の信号の入れかわりを早

くすること、の２点を提案した

いと思います。 

以上で提案を終わります。

ありがとうございました。 
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○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

内藤議員のご質問にお答えします。 

信号機の歩行者側が青になっている時間

の長さについては、交差点に入ってくる車の

通行台数や通行する歩行者の状況、道路の幅

などを調査し、警察がそれぞれの交差点ごと

に信号時間の長さを設定しています。 

信号機の設置や

既に設置されてい

る信号機の歩行者

側が青になってい

る時間の長さの変

更については、学

校や地域の方などから警察にご要望いただく

ことになりますが、市としましても、ご指摘

のありました中筋６丁目交差点周辺の交通状

況を確認し、事故防止の啓発として、注意喚

起の看板の設置などを検討したいと考えてい

ます。 

なお、今回の子ども議会でいただいたご

要望については、情報として市から宝塚警察

署にお伝えします。 

市としましては、これからも交通安全の

啓発や交通事故防止に向けた取組を行ってい

きますが、皆さんも交通ルールを守り、交通

事故に遭わないよう注意していただくことを

お願いします。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 西谷中学校と宝塚の他の中学校と

の交流 ― 

 

続きまして、西谷中学校の門脇元気議員。 

 

（登壇） 

 

西谷中学校の

門脇元気です。

よろしくお願

いします。 

 

〔質問全文〕 

西谷中学校の生徒は小学生のころを含め、

９年間同じ同級生と学校生活を送っています。

それに、全校生徒は３８人です。なので、西

谷の中学生は特定の人だけでの交流が多いの

で他人との交流を一歩引いてしまう傾向にあ

ります。一方、宝塚市の他の中学校の生徒に

は、西谷中学校の生徒のような人は少ないで

しょう。しかし、西谷中学校のような少人数

で授業を受けたことがある人もいないと思い

ます。そこで私は、西谷中学校と宝塚市の他

の中学校との交換留学を提案します。交換留

学をおこなうと、西谷中学校の生徒にも、ほ

かの学校の生徒にもメリットがあると思いま

す。西谷中学校の生徒は、普段と違う人とふ

れあい、話すことで、社交的になるでしょう。

また、他の学校の生徒は、少人数のより分か

りやすい授業を受けることができます。大自

然を堪能することもできるでしょう。西谷地

域としても、他の中学校から生徒が来ること

で西谷に興味を持ってもらい、活性化にもつ

ながります。これらのことから私は西谷中学
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校と宝塚市の他の中学校との交換留学を提案

します。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇） 

門脇議員の教育に関するご質問にお答え

します。 

西谷中学校と本市の他の中学校との交換

留学につきましては、いつも通学する中学校

以外の学校の生徒と交流する経験は大切で

す。現在、本市では、他校と交流する機会と

して、市内合同音楽会や駅伝大会が実施され

ていますが、国語や数学といった普段の授業

を、他校の生徒と合同で行う取組は、実施し

ていません。西谷中学校の生徒が、他校の授

業に入り、いつもと違う環境で学習すること

は、とても貴重な経験となります。また、他

校の生徒にとっても西谷中学校に来ること

で、豊かな自然の中でゆったり学ぶという貴

重な経験ができます。 

交換留学は移動手段の確保等が課題とな

りますが、まずは市内の学校間で生徒による

オンライン交流を行うことにより、生徒のみ

なさんにとって豊かな学びにつながりますの

で、このような学習方法を検討していきます。

交換留学についても、教育委員会として現状

や課題を整理しながら、実施の可否について

考えていきます。 

 

○岩堀武夫副議長 

五十嵐教育長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― より良い町にするために ― 

 

続きまして、小林聖心女子学院中学校の

伊藤葵議員。 

 

（登壇） 

 

小林聖心女子学院

中学校の伊藤葵で

す。よろしくお願

いします。 

 

宝塚と言えば「音楽」の街として多くの

人に知られています。私は宝塚市の弦楽器ア

ンサンブルに入っていますが、コンサートで

は必ず宝塚市の音楽「鉄腕アトム」を弾きま

す。コンサートに来て下さるお客様の中には

この曲を聞きに他県からわざわざ足を運んで

くださる方もいるそうです。もっと多くの人

に音楽を知ってほしい、宝塚の魅力を知って

ほしいと思っています。宝塚の伝統を守るた

めにはもっと宝塚市のこ

とを発信していかなけれ

ばならないと思います。

まず一つ目に提案したい

のは宝塚市文化財団のキ

ャラクター「たからん」

をもっといろいろな人に
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知ってもらい「たからん」が主に活動してい

る「たからんまつり」以外にも「たからん」

のイベントを増やしたら良いと思います。ま

た、それ以外にも宝塚市で有名な「音楽」を

外国人にも知ってもらえるように、外国人の

方でも楽しめる年に一度の音楽コンテストな

どをすることを提案したいと考えています。

もう一つは、弦楽器アンサンブルの宣伝方法

や予算案の見直しについてです。今はコロナ

禍で幅広く活動をすることができていません

が少し前までは他県での音楽活動等、幅広く

活動していました。もっとたくさん他県で音

楽活動をすることが出来ると他県の方にもよ

り多くの人に宝塚市のことやアンサンブルの

ことを知ってもらえるかと思います。宣伝方

法や予算案の見直しを応援して頂けたらと思

います。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

 伊藤議員のご質問に順次お答えします。 

より良い町にするためにのうち、「たか

らん」のイベントを増やすことについてです

が、宝塚市文化財団のキャラクター「たから

ん」は、たからんまつりのほか、ベガ・ホー

ルやソリオホールなどで文化財団が開催する

イベントの時に来場者をお出迎えしたり、市

が開催するイベントにゲスト出演したりして

いました。 

しかし、新型コロナウイルス感染症が世

界中で流行し、多くのイベントが中止や延期

となっています。現在は感染症対策を十分に

実施した上で、イベントを再開しつつありま

すが、多くの人が集まることを避けるため

「たからん」の活動は控えているところで

す。今後、感染の状況を見極めながら、文化

財団と相談して「たからん」の出演やお出迎

えを増やしていくことも検討していきます。 

次に、外国人

の方でも楽しめ

る音楽コンテス

トの実施につい

てですが、本市

では、音楽を通

した国際交流の

推進と室内合唱の普及を目的として、１９８

４年から「宝塚国際室内合唱コンクール」を

ベガ・ホールで開催しています。２０２０年

以降、このコロナ禍にあって海外からの会場

参加はありませんが、今年はオンライン部門

を創設し、香港やインドネシアからオンライ

ンでの参加がありました。このような国際的

なコンクールを継続して開催し、音楽のまち

として国内だけでなく海外にも本市の魅力を

引き続き発信していきたいと思っています。 

次に、弦楽器アンサンブルの宣伝方法や

予算案の見直しについてですが、多くのイベ

ントが中止や延期になったことで、イベント

に出演していた文化団体の活動の機会も減っ

てしまい、大変残念に思っています。 

本市では、大分県大分市や、静岡県浜松

市と音楽活動を通じた文化交流を実施してい

ます。この交流についても２年間中止が続い

ていますが、他のイベントと同様に、交流の

再開に向けて調整をしているところです。 

今後も交流事業を継続し、伊藤議員が所

属されている弦楽器アンサンブルをはじめ、
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より多くの市民の皆様に文化交流に参加いた

だけるよう取り組んでいきます。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― 出会い頭事故を防ぐために ― 

 

続きまして、宝塚高等学校の藤原愛議員。 

 

（登壇） 

宝塚高等学校

の藤原愛です。

よろしくお願

いします。 

 

〔質問全文〕 

私は、曲がり角や見通しの悪い道で起こ

る出会い頭事故について提案します。宝塚市

に住む友達が買い物をするために、家の近く

にある狭くて、見通しが悪い国道１７６号付

近の道を通っていたそうです。その道には曲

がり角があったのですが、車などが来ないか

を確かめて通ろうとしたら、曲がり角の向こ

うにいたバイク側からは見えておらず接触し

てしまい、ケガをしたことがあるという話を

聞きました。その道

にはカーブミラーや

事故防止を呼びかけ

る看板などが無く、

先程お話させて頂い

たような事故が度々

起こりそうになって

いるということも聞きました。歩行者側が道

を通る時に、左右をしっかり見て車などが来

ないかと確認するということや、車やバイク

に乗っている側が速度を出し過ぎない、人が

通ろうとしていないかを確かめることはもち

ろん大切です。ですが、宝塚市民全員がより

安全に住める街にするには、カーブミラーや

事故防止を呼びかける看板などを設置するこ

とも大切だと思います。カーブミラーを設置

すれば、向こう側から相手が来ていないかが

分かりやすくなりますし、事故防止を呼びか

ける看板を設置すれば、市民の皆さんの事故

防止への意識が高まると思います。このよう

な取り組みを行い、事故によってケガをして

しまう人や、命を失ってしまう人が１人でも

少なくなればいいなと思います。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長。 

 

○山﨑市長（登壇） 

藤原議員のご質問にお答えします。 

本市では、市内の交通事故が起こりやす

い危険な箇所について、学校や地域の方など

からご要望をいただき、注意喚起の看板を設

置するなど、交通安全対策に取り組んでいま

す。 

今回、危険な目に遭われた事案について

は、地元の自治会の方などと相談させていた

だいたうえで安全対策を検討したいと考えて

います。 

市としましては、これからも交通安全の

啓発や交通事故防止に向けた取組を行ってい

きますが、皆さんも交通ルールを守り、交通
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事故に遭わないよう注意していただくことを

お願いします。 

次に、カーブミラーの設置についてです

が、カーブミラーは車の運転手が他の車を確

認することを目的としています。   

カーブミラーの設置

については、自治会や

地域の方からの要望が

あった場合に、まず、

事故の防止に有効か確

認し、その上で、カー

ブミラーを設置できる

か確認しています。  

今回も、まずカーブミラーの設置が事故

防止に有効か、現地で確認します。 

なお、カーブミラーは、曲がり角におけ

る道路状況の全てが映っているとは限らず、

道路状況を確認する補助的なものです。カー

ブミラーが設置されている場所でも、曲がり

角に進入する際の左右の安全確認は自分の目

で行い、十分に注意して通行してください。 

 

○岩堀武夫副議長 

 山﨑市長ありがとうございました。 

 

― 一 般 質 問 ― 

 

― ランドセル寄附制度の開設 ― 

 

続きまして、宝塚北高等学校の池田蒼生

議員。 

 

（登壇） 

 

宝塚北高等学校

の池田蒼生です。

よろしくお願いします。 

 

〔質問全文〕 

今回、私は「ランドセル寄附制度の開設」

を提案します。提案の目的は二つあります。 

一つ目は「多くの小学生に好きな色のラ

ンドセルを渡す」です。現在ランドセルは一

つ約４万２４００円と高価で、ひとり親世帯

や低所得世帯などでは「欲しがるランドセル

を買ってあげたいが、買ってあげられない」

という現状があります。二つ目は「６年間使

ったランドセルのその後を提供する」です。

私は小学校卒

業後、６年間

使ったランド

セルをどうし

ようかと迷い、半年ほど家のタンスにしまっ

ていました。そんな時、ランドセルを海外の

貧しい子供たちに寄附するという団体を知り

ました。しかし寄附するためには配送料とし

て、約５０００円かかりました。この事業を

市内で行うことができれば、コストが抑えら

れるうえ、身近な場所で自分の寄附が生かさ

れていることを実感できると思うので提案し

ます。これは、次世代のチャリティー精神を

芽生えさせるはずです。 

以上で提案を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

○岩堀武夫副議長 

 五十嵐教育長。 

 

○五十嵐教育長（登壇） 

池田議員の教育に関するご質問にお答え

します。 
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 ランドセルの寄附制度につきましては、企

業や公益財団法人、非営利団体などが使わな

くなったランドセルを回収し、海外の子ども

たちに贈る取組を実施されています。 

また、池田議員がご指摘のように、寄附

の際に配送料として一定の金額が必要とな

り、寄附者にとって負担が発生しています。 

ランドセルの再利用は、ひとり親世帯や

低所得世帯に配慮した素晴らしい取組であ

り、次世代のチャリティー精神を芽生えさせ

る絶好の機会となります。 

本市の一部の学校では、既に中学校の制

服や小中学校の体操服で、比較的綺麗なもの

は、学校のＰＴＡに寄附していただき、ＰＴ

Ａから希望する児童生徒に配布しています。 

制服や体操服では、身

体の成長に合わせて買い

替えが必要となり、買い

替えて間もない制服や体

操服を捨てるのはもった

いないという考え方から始まったものです。 

ランドセルについては、最長で６年間使

用しており、長期間使用すると、その分、傷

みも激しいことから、寄附を受けるには、綺

麗であることなど、一定の条件が必要になり

ます。また、ランドセルを保管するための場

所も必要となることから、各学校やＰＴＡと

も協議し、ご提案いただきましたランドセル

の寄附について、有効な方法を考えていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

○岩堀武夫副議長 

 五十嵐教育長ありがとうございました。 

これをもちまして、子ども議員からの発

表と答弁はすべて終わりました。 

本日の子ども議会の閉会にあたり、副議

長としてあいさつをします。 

コロナ禍ですが、子ども議会を開催して

いただきありがとうございます。僕たちの提

案を一つでも多く取り入れていただけたら嬉

しいです。貴重な体験をさせていただき心か

らお礼を申し上げます。ありがとうございま

した。 

これをもちまして第２１回宝塚市子ども

議会を閉会します。なお、記念撮影がありま

すので山﨑市長、井上副市長、五十嵐教育長、

高橋議長、岩堀副議長、子ども議員の皆さん

は中央に集まってください。 

 

＜子ども議員・傍聴者の拍手＞ 

＜記念撮影＞ 

 

―  閉  会  ― 

 

― 閉 会 午後３時３０分 ― 
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◇ 子ども議員委嘱状  

  
　 　

宝塚市長　山﨑　晴恵

宝塚　太郎　様

任期は発令の日から令和4年

（2022年）8月19日までとします

令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ５ 日

(２０２２年)

あなたを令和4年度（2022年度）

宝塚市子ども議会議員に委嘱します

宝子政第　201－○号



○第２１回宝塚市子ども議会アンケート結果
【子ども議員１６人】

１,

昨年度

立候補または応募 40% (8件) 70%

先生にいわれて 35% (7件) 20%

友だちや家族に言われて 20% (4件) 5%

その他 5% (1件) 5%

回答なし 0% (0件) 0%

２,

昨年度

大変勉強になった 62.5% (10件) 53%

勉強になった 37.5% (6件) 41%

あまり勉強にならなかった 0% (0件) 0%

まったく勉強にならなかった 0% (0件) 0%

回答なし 0% (0件) 6%

３,

昨年度

よく伝えられた 56.25% (9件) 47%

伝えられた 37.50% (6件) 35%

あまり伝えられなかった 6.25% (1件) 12%

まったく伝えられなかった 0% (0件) 0%

回答なし 0% (0件) 6%

４,

昨年度

よく伝えられた 75% (12件) 35%

伝えられた 25% (4件) 59%

あまり伝えられなかった 0% (0件) 0%

まったく伝えられなかった 0% (0件) 0%

回答なし 0% (0件) 6%

「子ども議会を通して、自分たちの思いを市長や教育長などに」

今年度

「子ども議員になった理由（経緯）について（複数回答可）」

今年度

「事前学習会の浜田先生のワークショップでは、「おとなに聴いてもらえる権利」についてのお
話などがありましたが、

今年度

「事前学習会では、自分の意見を」

今年度
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５,

昨年度

よく理解できた 62.5% (10件) 17.5%

理解できた 37.5% (6件) 70.5%

あまり理解できなかった 0% (0件) 0%

まったく理解できなかった 0% (0件) 0%

回答なし 0% (0件) 12%

６,

昨年度

すごく大切だと思った 56.25% (9件) 82%

大切だと思った 43.75% (7件) 18%

あまり大切だと思わなかった 0% (0件) 0%

大切だと思わなかった 0% (0件) 0%

回答なし 0% (0件) 0%

７,

昨年度

ぜひ参加したい 43.75% (7件) 47%

参加したい 31.25% (5件) 35%

参加したくない 6.25% (1件) 6%

わからない 18.75% (3件) 12%

回答なし 0.00% (0件) 0%

８,「子ども議会を終えてよかったところや悪かったところ、改善してほしいことなど自由に感想や意見を記入し
てください」

＜子ども議会本番について＞
・初めは緊張したけど、話していたらリラックスしながら言えた。とっても楽しかったです。
・極力原稿用紙を見ずに伝えることに徹したかったのですが、やはり緊張すると早口になって、ところどころ抜
けてしまったのが残念でした。この子ども議会を通して気づいたことを次に生かしていきたいです。
・私たちが意見を発表した後、すぐに市長、そして教育長から、今後そのことについてどうしていくかなどを
言ってくださったのがよいと思いました。
・答弁は現状分析が多く、何がどうなるかは分かったようで少し不明な点もあった。また、他の議員の発言も
面白かったが、次は市としての視点に立ってみたり、多方面からのアプローチをしてみたい。
・もうちょっと人数を増やす。
・発表の中でメモをしたりできて、ほかのテーマの勉強ができました。それを学校でも発表したいです。
・スムーズに進んでいてよかった。市長や教育長が提案に対してしっかり考えられていてうれしかった。
・市長や教育長の答弁は、とても理解でき、納得できるものだった。
・周りの市職員の方などが優しく声かけをして下さり、緊張している中でも安心して参加することが出来まし
た。市長や教育長の質問の返し方もご丁寧で良かったです。
・緊張したけど、やりきることができました。また、答弁で丁寧に説明していただき、よく理解できました。
・議会では真剣に答えていただき、私が知らなかった事も詳しく答えていただけてとても分かりやすく良かった
です。
・事前学習会より詳しくわかった。しっかりと言えた。
・緊張した。市長もいろんな課題があって大変だなと思った。
・政治家になった気分でおもしろかった。
・市長や教育長さんの前で意見を言うのに緊張した。
・しっかりと聞くことができていた。答弁が分かりやすかった。

＜事前学習会について＞
・ヒアリングで、私が言った意見について、しっかり聞いてくれた。
・ヒアリングの際に、市役所の方々の仕事に感謝と関心の思いが芽生えました。こんなに真剣に目を見て聴
いて下さりありがとうございました。
・2グループに分かれて「コロナウイルスが流行って変わったところ」を発表する時、自分の意見をしっかり伝
えられたのでよいと思いました。
・ある程度、下調べをしていたことを市の状況にフィットする形のアイディアにまとめられたのでよかったです。
・とくになし

「もう一度この子ども議会に参加できるとしたら」

今年度

「自分たちの質問や提案に対する市長や教育長などの答えについて」

今年度

「子ども議会を開く目的の一つは、自分の意見をおとなに聴いてもらう（子どもの意見表明）こ
となのですが、『おとなに聴いてもらうこと（子どもの意見表明）』について」

今年度
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・よかったと思います。ですが、議長や副議長の司会の流れをもっと教えてほしかったです。
・ワークショップで自分の意見をどんどん出せて良かった。質問についてしっかり答えることができた。
・どんな事をするのか、よく分かり、本番で困らなかった。
・今まで他の学校の子と関わる機会も少なかったので交流できて良かったです。子どものことについても色々
お話をきけて良かったです。
・ヒアリングで、しっかり自分の意見や思いを伝えられました。
・浜田先生のワークショップでは意見をたくさん言うという事を学びました。とても楽しく学びました。
・議会についてよく分かった。
・楽しかった。自分の言いたいことを言えて少しスッキリした。
・コロナの時の気持ちを伝えられてよかった。
・子ども条例などの宝塚市の取り組みについて知れた。
・自分たちが体験したことについて話し合ったことで、議員同士が話しやすくなったこと。

９．「市役所やおとなの人に子どもの意見を伝えるにはどのような機会があれば良いと思いますか。自由に意
見を記入してください」
・学校などで、定期的にアンケートなどをして、大人に相談できる環境を作る。
・私自身子ども議会の存在は知っていましたが、何をするのか等、今回のように来てみないと分からないこと
がありました。私は来られたからよく知れたけれど、私のクラスの大半は存在さえも知らないのではないで
しょうか。宝塚市のホームページを検索する機会も少ないので、学校にパンフレットを配ったり、存在をまず、
知って伝えられることを知ってもらうことが必要なのではないでしょうか。市との関わりを実感できることがな
かったので、今回知れてよかったです。
・子ども議会のように、緊張するけど1人ずつ発表して、それを受け入れてくれるような機会があればよいと思
う。
・自分の意見を伝えるという機会はある程度あると思いますが、それらを聞いた上で討論する場は少ないと
思います。ですから、このような場で話す機会、そして答えを共に模索する機会がもっと多くあるべきだと思い
ます。
・子どもの意見を聞く日をつくる。
・手紙や電話など…市役所を学校・学年で訪れるときがあれば
・学校で社会のしくみや、その課題を解決するための意見を出し合う場があったらいいと思う。
・学校でのアンケート実施や子ども議会の様な事をする。
・気軽に伝えられるような雰囲気づくり。ポスターなどを作る。
・子どもの意見を自由に言えるワークショップ等、気軽に意見を言える交流会があれば良いと思いました。
・各場所に意見箱を設置する。
・子ども議会よりも気軽に話せるところがあるといいと思います。
・悩んでいる時や困りごとがある時。
インターネットや宝塚市のHPなどに意見箱を作って、誰でも意見を言えるようにする。
・もっと話す機会を増やす。子ども議会をこれからも開く。

- 33 -



 

- 34 - 

◇ 子ども議会広報   
広報たからづか ８月号   

   



集　合　写　真

（令和４年８月１９日子ども議会終了後撮影）　　


